
　今回ご紹介する方は、東区竹尾でバラのハウス栽培を営む『金子ばら園』の金子徳太郎さんです。

　バラ園と聞いてハウスの中はバラが咲き乱れ香りでいっぱい…と想像しがちですが、花屋さんの店頭

で花が咲くようにするため、多くはつぼみのうちに出荷となります。表紙を飾る写真をハウスで撮らせ

てくださいとお願いしましたら、素敵なバラの花束を用意して写真に花を添えてくださいました。

　バラの色や形は豊富にありますが、全国的にピンク系のバラが一番人気だそうです。

　ほかに新潟では真紅などの昔馴染みの色が好まれる一方、存在感のあるカーネーションの

ような花びらのバラも人気だそうです（右の写真）。

～～～最終ページに金子徳太郎さんの記事が続きます。～～～

地域で頑張る農
のう

業
ぎょう

人
びと

右から金子徳太郎さん・妻の麻衣子さん・齋藤茂博農業委員
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農業委員会だより
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●  農地法の許可を受けずに以下の理由で農地の権利を取得した場合には、農地のある市町

村の農業委員会事務局への届出が必要です。

　 ○ 相続（遺産分割・包括遺贈を含む）　　○ 法人の合併・分割　　○ 時効　　など

お問合せ先　中央農業委員会事務局　農地係　☎025－382－4974

●  特例農地（相続税・贈与税の納税猶予の適用を受けている農地）を譲渡・転用・貸付ま

たは耕作放棄等をした場合は、当該農地に対する猶予税額に利子税を加え納税しなけれ

ばなりません。

　  また、それらの面積が特例農地全体の面積の２割を超えた場合は、利子税を加え猶予税

額の全てを納付しなければなりません。

●  特例農地につき、特定貸付（農地中間管理事業・農地利用集積円滑化事業・利用権設定

等促進事業(農用地利用集積計画)による貸付）を行った場合は、貸付けを行った日から２

ケ月以内に税務署長に届出書を提出することで納税猶予が継続されます。

農地の相続税･贈与税の納税猶予の適用を受けられている方へ

相続等によって農地の権利を取得した場合は届出が必要です

平成21年12月14日以前に相続税の納税猶予の適用を受けている方が、
特定貸付を行った場合は、「20年間の営農継続」による免除事由が除
外され、「終身農地利用」となります。

注意

納税猶予の適用を受けている期間に、特例農地に移動等を計画している方は、

事前に新潟税務署（☎025-229-2151）に相談ください。

女
性
農
業
委
員
に
よ
る
調
理
実
習

〝
刈
り
上
げ
の
ご
っ
つ
お
〞

　

海
外
で
は
健
康
食
と
し
て
日
本
食
が
注
目
さ

れ
る
中
、
国
内
で
は
肉
料
理
が
好
ま
れ
る
食
の

欧
米
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
憂
い
た
女

性
農
業
委
員
が
、
地
産
地
消
、
豊
か
な
新
潟
の

食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
を
普
及
さ
せ
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
10
月
23
日
に
調
理
実
習
を
開

催
し
ま
し
た
。（
協
賛

：

J
A
新
潟
市
、
J
A

新
潟
み
ら
い
、
後
援

：

全
国
農
業
新
聞
）

　

献
立
は
、ご
は
ん
に
「
新
之
助
」、「
の
っ
ぺ
」、

「
鮭
の
塩
麹
焼
」、「
か
き
あ
え
な
ま
す
（
か
き

の
も
と
と
野
菜
を
、
摺
っ
た
胡
麻
と
胡
桃
の
甘

酢
で
あ
え
た
も
の
）」、「
ず
い
き
の
味
噌
汁
」、

梨
は
「
新
高
」
で
す
。

　

郷
土
料
理
は
、
味
噌
・
醤
油
の
茶
色
の
料
理

で
地
味
な
印
象
で
す
が
、
参
加
者
は
、
新
潟
の

新
鮮
な
食
材
で
作
っ
た
料
理
の
美
味
し
さ
に
感

動
し
、「
娘
に
も
作
り
方
を
教
え
た
い
」
と
う

れ
し
い
声
を
い
た
だ
き
、
女
性
農
業
委
員
は
こ

れ
か
ら
も
郷
土
料
理
の
普
及
活
動
を
続
け
て
ゆ

き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

調理法を説明する女性農業委員

完成！刈り上げのごっつお
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農地の実勢賃借料情報

　中央農業委員会では、農地法第52条に基づき、昨年１年間の農地

の実勢賃借料を収集・整理し、賃借料情報として公表しています。

　これは、農地の賃貸借契約をするときの目安となるよう地域の賃

借料の実勢を平均額・最高額・最低額で表したもので、今後の賃借

料を決めたものではありません。

最終的には当事者間で協議し決定するようお願いします。

　平成31年１月から令和元年12月までに締結（公告）された賃貸借における

賃借料の水準（10aあたり）は以下のとおりとなっています。

【田の実勢価格】

地　　域
実　　勢　　額

平　均　額 最　高　額 最　低　額 データ筆数

中央区・東区 １２，８００円 １７，０００円 ６，０００円 １６５

江南区 １１，０００円 １６，５００円 ３，０００円 ２，９９４

【畑の実勢価格】

地　　域
実　　勢　　額

平　均　額 最　高　額 最　低　額 データ筆数

市内全域 ８，１００円 １２，０００円 １，０００円 ４０２

（注）

　１．金額は算出結果を四捨五入し１００円単位としています。

　　※　田・畑の平均額は、データ筆数により加重平均した値としています。

　２．土地改良費は実勢額には含まれていません。

　３．需給調整分は考慮していません。

　４．畑については一般的な露地野菜を対象とした実勢額です。

令和２年１月
新潟市中央農業委員会

中央農業委員会だより（3）　第51号 令和２年２月21日



令和２年　農作業賃金・作業料金の参考額
　本表は令和元年中に※各地域で実際の料金を農業委員が調査したものを基に設定し

た参考額です。（※中央農業委員会管内）

● 農作業料金

作業項目 単位 参考額（円） 条　件　等

田作業（機械作業） １日当たり 7,000
・ 男女、賄いなし、
　１日８時間労働

≪参考≫
新潟県最低賃金
（令和元年10月6日）
　　　時間給　 830円
　　（８時間）6,640円

田作業（手作業） １日当たり 6,700
畑作業（屋外） １日当たり 6,700
畑作業（屋内） １日当たり 6,700
果樹作業 １日当たり 6,700
梨受粉 １日当たり 7,600
梨袋かけ １日当たり 7,600
梨剪定 １日当たり 9,500
梨鉄線はり １日当たり 9,500
梅もぎ １日当たり 6,700
球根屋外作業 １日当たり 6,700

（注）１．農作業賃金は消費税の課税対象外です。

●機械作業料金

作業項目 単位
参考額（円）
（消費税抜）

条　件　等

育苗のみ １箱
530 種籾代含まず

700 種籾代含む

機械植 10ａ当たり
6,000 植付のみ（10a未満及び不整形、軟弱田の場合割増）

18,000 苗持参（10a未満及び不整形、軟弱田の場合割増）

耕起 10ａ当たり 5,500 10a未満及び不整形の場合割増

代かき 10ａ当たり 6,500 10a未満及び不整形の場合割増

稲刈 10ａ当たり 16,600 コンバイン刈り（悪条件の場合割増）

籾乾燥調製 60㎏当たり 1,700
精米 60㎏当たり 700
畔ぬり 1ⅿ当たり 40
ワラ収集作業 10ａ当たり 5,000 田の状態が機械作業可能であること

動力ミゾ切り 1ⅿ当たり 10
肥料散布 10ａ当たり 1,000 ブロードキャスター

肥料・農薬散布 10ａ当たり 1,000 動力散布機

（注）１．上記金額は消費税を抜いた金額です。

　　 ２ ．農地の不整形・軟弱田等で割増料金が発生する場合には、作業前に料金を

お決めください。

　　 ３ ．参考額はあくまでも目安となるものですので、実際の金額は圃場条件や作

業の難易度等を考慮するなど当事者間で協議の上決定してください。

令和２年１月　新潟市中央農業委員会
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11
月
14
日
・
15
日
に
、石
川
県
白
山
市
七
郎
町
の
（
有
）
安
井
フ
ァ
ー

ム
と
そ
の
近
隣
の
道
の
駅
の
直
売
所
の
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

　

（
有
）
安
井
フ
ァ
ー
ム
は
、
整
備
さ
れ
た
大
区
画
水
田
で
、
水
稲
収

穫
後
の
水
田
を
利
用
し
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
を
実
施
し
、
水
田
の
フ

ル
活
用
に
よ
る
複
合
化
の
成
功
例
と
し
て
数
多
く
の
賞
を
受
け
、
一
昨

年
10
月
に
は
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
農
業
法
人
で
す
。
平

成
13
年
5
月
に
設
立
さ
れ
、
当
初
は
水
稲
経
営
で
し
た
が
、
冬
場
の
雇

用
継
続
対
策
と
し
て
、
平
成
15
年
に
20
ａ
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培
を

始
め
、
現
在
で
は
71 

ha
で
年
間
出
荷
量
440
ト
ン
を
生
産
し
、
北
陸
で
最

大
規
模
で
す
。
石
川
県
で
は
空
き
農
地
が
無
か
っ
た
た
め
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
栽
培
は
、
水
稲
収
穫
後
の
水
田
を
期
間
限
定
で
借
り
受
け
栽
培

を
拡
大
し
て
き
た
こ
と
や
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
作
型
の
工
夫
、
越
冬

技
術
、
品
種
選
定
な
ど
の
試
行
錯
誤
の
経
緯
と
社
員
教
育
や
人
事
評
価

制
度
の
整
備
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
耕
作
地
を
見

学
し
、広
大
な
耕
作
地
に
研
修
参
加
者
は
み
な
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

（
有
）
安
井
フ
ァ
ー
ム
の
従
業
員
は
、
パ
ー
ト
を
含
め
20
数
名
。
農

家
の
後
継
者
よ
り
、
新
規
で
雇
用
さ
れ
た
若
者
が
多
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
活
き
活
き
と
働
く
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
気
候
風
土
に
共
通
点
が

あ
る
同
じ
北
陸
地
方
の
新
潟
で
も
似
た
よ
う
な
複
合
経
営
は
可
能
で
あ

り
、（
有
）
安
井
フ
ァ
ー
ム
の
成
功
例
は
、
農
業
経
営
の
在
り
方
と
し

て
大
変
参
考
と
な
り
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

（
有
）
安
井
フ
ァ
ー
ム
を
後
に
、小
松
市
の
道
の
駅
「
こ
ま
つ
木
場
潟
」

へ
向
か
い
ま
し
た
。
小
松
瓦
の
大
屋
根
が
特
徴
の
建
物
で
特
産
品
の
ト

マ
ト
を
使
っ
た
カ
レ
ー
ル
ウ
が
目
玉
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
も
ト
マ
ト
カ
レ
ー
が
人
気
の
よ
う
で
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
が
毎
月

の
よ
う
に
開
催
さ
れ
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動
が
盛
ん
な
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
目
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
道
の
駅
に
、
市
が
管
理
す
る
1
区

画
30
㎡
の
「
ニ
コ
ニ
コ
農
園
（
市
民
農
園
）」
が
50
区
画
あ
り
、ユ
ニ
ー

ク
な
活
用
方
法
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
平
成
30
年
の
春
に
オ
ー
プ
ン
し
た
白
山
市
の
道
の
駅
「
め
ぐ

み
白
山
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
巨
大
パ
ネ
ル
が
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

映
し
出
し
、
鉄
道
の
町
白
山
市
を
観
光
客
に
印
象
付
け
て
い
ま
し
た
。

直
売
所
で
は
海
岸
と
白
山
の
山
々
を
持
つ
白
山
市
の
特
徴
を
生
か
し

海
・
里
・
山
の
幸
の
物
産
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
が
順

調
に
進
展
し
、
新
た
な
大
規
模
農
業
経
営
を
行
う
に
は
、
IT
技
術
を
取

り
入
れ
、
こ
れ
を
活
用
す
る
人
材
の
育
成
と
農
業
知
識
を
集
結
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
道
の
駅
の
よ
う
に
農

産
品
が
地
域
お
こ
し
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

大
々
的
な
方
法
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
変
わ
り
ゆ
く
農
業
経
営

の
姿
を
見
聞
で
き
有
意
義
で
し
た
。

（
齋
藤
実
推
進
委
員
・
齋
藤
茂
博
農
業
委
員
）

（有）安井ファームのブロッコリー畑

道の駅〈めぐみ白山〉直売所

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
視
察
研
修

老後の安心は国民年金＋農業者年金

加入資格・60歳未満の国民年金第１号被保険者
　　　　・農業に年間60日以上従事している方

※詳細はお近くの
JA・農業委員会事務局または下記HPへ
http://www.nounen.go.jp

　　　　購読しませんか?

★農家の経営と暮らしに役立つ情報誌
★毎週金曜日発行
★購読料１か月700円
★購読の申込み先

農業委員・農地最適化推進委員
農業委員会事務局まで（TEL382‐4966）
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う
れ
し
か
っ
た
こ
と

　

自
分
の
結
婚
式
は
、
披
露
宴
会
場
を
自
ら
が
育
て
た
バ
ラ
で
い
っ
ぱ
い
に

飾
る
の
が
夢
で
し
た
。
実
現
し
列
席
者
は
美
し
さ
と
豪
華
さ
に
感
動
し
て
く

れ
ま
し
た
が
、
式
の
前
日
か
ら
夫
婦
で
バ
ラ
を
収
穫
し
持
ち
込
み
作
業
で
疲

れ
、
式
の
当
日
は
肌
が
カ
サ
カ
サ
、
お
ま
け
に
式
の
翌
日
は
市
場
に
出
荷
す

る
日
だ
っ
た
の
で
、
2
人
で
収
穫
と
箱
詰
を
行
い
疲
労
は
ピ
ー
ク
に
。
そ
の

後
式
場
の
請
求
書
を
見
て
、
半
端
な
い
持
ち
込
料
に
青
ざ
め
ま
し
た
が
、
夫

婦
で
夢
を
叶
え
た
歓
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　

始
め
た
頃
は
、
卸
売
市
場
に
持
っ
て
行
っ
て
も
鼻
に
も
か
け
て
も
ら
え
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
妥
協
す
る
こ
と
な
く
品
質
の
よ
い
も
の
だ
け
を
選
別
し

出
荷
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
3
年
後
に
は
少
し
ず
つ
バ
ラ
の
値
が
騰
が
り
始

め
、
そ
れ
と
同
時
に
農
業
の
楽
し
さ
も
知
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
は
湿
度
が
高
い
た
め
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
品
種
を
育
て
ら
れ
な

け
れ
ば
残
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
う
や
く
そ
ん
な
花
が
作
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
看
護
師
と
し
て
病
院
勤
務
し
て
い
た
妻
が
、
2
児
の
子
育
て
と

バ
ラ
栽
培
を
手
伝
う
と
決
め
4
月
（
令
和
元
年
）
に
退
職
し
ま
し
た
。
何
か

と
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
こ
と

　

賞
を
も
ら
う
こ
と
は
励
み
に
な
り
ま
す
が
、
バ
ラ
を
手
に
し
た
人
が
喜
ん

で
く
れ
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残
り
咲
き
続
け
る
花
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

常
々
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
今

後
は
次
の
世
代
が
農
業
を
し
た
い
と
思
え

る
よ
う
な
経
営
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

齋
藤
茂
博
農
業
委
員
の
話

　

金
子
さ
ん
は
、
農
林
大
臣
賞
を
始
め
各
種

賞
の
受
賞
経
験
者
で
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
る
期
待
の
若
手
花
卉
農
家
で
す
。

金
子　

徳
太
郎
さ
ん
（
40
）

農
業
人
の
紹
介

・・・・・・農地の賃借・売買等は農業委員会で・・・・・・
農地法に基づく申請・届出締切日（3月～6月）　許可申請は１回、届出は３回受付いたします。

月 申請締切日 届出締切日 月 申請締切日 届出締切日 月 申請締切日 届出締切日 月 申請締切日 届出締切日

3月 9日（月）

5日（木）

4月 9日（木）

6日（月）

5月 11日（月）

8日（金）

6月 10日（水）

5日（金）

13日（金） 14日（火） 18日（月） 15日（月）

24日（火） 22日（水） 26日（火） 23日（火）

※ 農地の貸借等を希望される方は、農業委員･農地利用最適化推進委員または中央農業委員会事務局にご相
談ください。

現
在
の
経
営
状
況
（
ば
ら
園
）

　

１
６
０
０
坪
に
18
棟
の
ハ
ウ
ス

に
て
バ
ラ
50
品
種
を
栽
培

就
農
の
き
っ
か
け

　

農
業
大
学
校
を
卒
業
し
、父
が
始
め
た
ば
ら
園
を
継
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
こ
と

　

始
め
は
、
父
が
教
え
て
く
れ
る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
な

り
に
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
情
報
を
集
め
、
失
敗
し
な
が
ら
も

無
我
夢
中
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
バ
ラ
は
水
分
量
が
多
い

と
す
ぐ
に
ウ
ド
ン
コ
病
な
ど
が
発
生
し
ま
す
。
予
防
が
遅
れ
る

と
た
ち
ま
ち
ハ
ウ
ス
の
バ
ラ
は
全
滅
で
す
。
天
候
や
湿
度
に
よ

り
水
の
量
は
微
妙
で
、
そ
の
感
覚
が
つ
か
め
ず
当
初
水
や
り
と

予
防
散
布
を
3
日
毎
に
行
い
、
薬
剤
費
が
高
額
に
な
り
利
益
が

出
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
水
分
量
と
薬
剤
の
投
入
時
期

と
量
に
つ
い
て
模
索
を
始
め
、
10
年
程
で
適
時
適
量
が
つ
か
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

バ
ラ
は
剪
定
枝
の
量
が
多
く
、
畝
の
間
に
数
十
cm
の
厚
さ
の

剪
定
だ
ま
り
が
で
き
、
処
理
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
が
、
納
豆

菌
を
散
布
す
る
と
剪
定
枝
は
分
解
さ
れ
土
壌
に
吸
収
さ
れ
ま

す
。
運
搬
処
理
す
る
必
要
が
な
く
納
豆
菌
に
は
感
謝
で
す
。
最

近
に
な
っ
て
や
っ
と
栽
培
と
経
営
面
で
の
手
ご
た
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。

花の手入れをする金子徳太郎さん

表紙の花束を撮影したものです。

中央農業委員会だより令和２年２月21日 第51号　（6）

※紙面の記事・写真の無断転載を禁じます。


